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はじめに
東京か らソウルに移動 し、街 をしばらく歩いてみると、 これは老人向きの町では
ないなと思 う。東京 はなんといって も、アジアでは格別 に豊かで安定 した国の首都
であ り、街 は安全で清潔である。そんな町か らソウルに移動すると、歩道 にはへ こ
みがあってつまず きそ うになることもある し、道路 には乱暴 な運転手がいて、いつ
交通事故が起 きて もおかしくない。町がいつ も普請中で、古い ものがどんどん消 し
去 られてい くのも老人向きとはいえない。
とはいえ、そんな町 もしばらく歩いていると慣れて くるものだし、ソウルではい
つ も歩いてばか りいるわけでもない。歩いている時間は東京 にいるときよりはむ し
ろ少ないかもしれない。かわ りに増えるのはタクシーやバスに乗 っている時間で、
地下鉄 もよく利用するが、逆 に自転車に乗 る機会 はまった くな くなる。私 は81年
から95年までの14年間を韓国南部の釜山や大邸の町で暮 らしたが、自転車に乗る
ことはほ とんどなかったし、まわ りにも乗 るひともほ とん どいなかった。韓国はそ






いた りして ソウルの町をぐるぐる回ることからは じめたのだが、老人の姿が意外 に
多いことに驚いた。韓国で暮 らしていた ときには、老人の姿を無意識のうちに消去
しなが ら街を眺めていたのではないか と思 うほどである。むろんこれは高齢者の絶
対数が増大 したこととも無関係 でないだろう。韓国統計庁 の資料 によれば、65歳
以上人口は60年の3.74%、70年の3.36%、80年の3.86%と比較的安定 した数字
を維持 していたが、90年に4.98%、00年に7.3%と急 上昇 して高齢化社会 に突
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入。これが14%を 越 え、いわゆる高齢社会 に突入するのは2019年とされている
(『将来人口統計推計』2005年)。その移行 に日本が24年、 ドイツが40年 を要 し
たのに対 し、韓国は19年である。韓国が世界で最 も急速に高齢化 しつつある社会
といわれるゆえんである。





で もこれは世界最低水準であ る(日 本 は1.34人)。平均寿命の延び も顕著 で、60
年に52.4歳だった ものが70年 には62.3歳、2005年には78.6歳である。
一方、2007年末現在 、ソウル市 の人口は1042万人。 うち65歳以上人口は85万








には老人施設や老人のたま り場があるが、本稿 ではいまや ソウルの高齢男性たちの
　 　 　 こ 　
巨大 なた まり場 と化 した宗 廟市民公園(鐘 路 区所在)の 風景 を記 してお きたい。
本研究は本来、韓国における高齢化の現状、高齢者組織やネ ットワークの有無、高
齢者組織 と地域社会 との関係 、加齢意識 とその変化 といった トピックを調査すべ き
ものであるが、本稿 はその報告書 とい うよりは、その前段階にあるブ レイ ンス トー
ミング風の紀行文 とい う体裁のものである。
宗廟市民公園
ソウルの街角で タクシーを拾って 「老人がた くさんいる公 園へ」 というと、運転
手 は多分、鐘路区にある二つの公園のどちらかに連れて行ってくれるはずである。
かつてパゴダ公園 といわれたタブコル公園(世 宗路2街)か 、宗廟市民公 園(薫 井
洞1番 地)か のどちらかで、両者 は距離にすれば500メー トル も離れていないとこ
ろにあるから、まず はタブコル公園で待ち合わせて、次 に宗廟市民公園に移動する
とい うもの もいるが、人間の数が圧倒的に多 いの は後者のほうで、その数は 日に
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4000人にものぼるとい う。
宗廟 とは朝鮮王朝時代の王 と王妃 の位牌 が祀 られた廟で、95年ユネス コの世界
文化遺産に登録 されている。その乾燥 した静けさが快い緊張感 を与えてくれる別世
界である。一方、市民公園はその入 り口部分に位置する空間で、宗廟が彼岸なら、
こちらは此岸 とい う感 じで界隈にはざわめきがあ り、ち りがあり、 ときに異臭があ
る。
この市民公園、ガイ ドブックにはかつて宗廟で祭祀が行われたときに使われた御
井(井 戸)や 下馬碑の ことが紹介 されているが、そんなことより重要なのはここに
集 まる人間の種類 と規模で、この地は男性老人が蝟集する世界でも珍 しい公園なの





た風景が見て とれるが、その数 とホモジニイティにおいて宗廟市民公園の存在 は突
出 している。たとえば釜山の龍頭山公 園の場合、10年前や20年前 に比べて、老人
の数が増えているのは印象的であるが、それでもここには観光客の姿 もあれば、若
者の姿 もある。それに比べると、宗廟市民公園の人だか りの規模やホモジニイテ ィ
は別格である。韓国は人種 ・民族的にも文化 ・言語的にもホモジニイテ ィの高い国
として知 られているが、ここに集 まっているのは、そのなかで も同一の性 と年齢に
よって構成 されたコーホー トであ り、しかもこれはボランタリーに形成 されたもの
である。
一方、韓国の外に、 これに匹敵する事例 を探すのも困難であろう。ムスリムの国
の大 きなモスクには、おそ らくはこれに匹敵す る数の男たちが集 まる風景があるの
だろうが、高齢者のみによって構成 される風景 を想像するのは難 しい。中国の都市
の公園には、これに匹敵する数の高齢者たちの風景 を想定することがで きるだろう
が、男だけで構成 される風景 を想像するのはやはり難 しい。あるいは、 どこかの国
の退役軍人の集 ま りに、似通 った老人風景 を見 いだす ことがで きるか もしれない
が、それは しか しボランタリーに形成 された人々の群れではない。
グローバル化の時代 の都市の公園 といった ら、 より雑多でコスモポリタンな風景
が想定 されやすい ところであ り、そ うした風景 は実際ソウルにもお目見え している













ばさんたちがいる し、この界隈 に出没す る 「バ ッカスおばさん」 とは性 を売 る中高
年の女性たちの ことである。「バ ッカス」 とは 「オロナ ミンC」 の韓 国版のような
栄養 ドリンクのことであるが、この界隈 に出没す る中高年の売春婦 たちは客 を物色
するときまずそれを勧めるのだという。その行為は 「夕暮れ売春」 などと呼ばれ、
それに従事するものの数は100人から150人ほどで、中国東北部出身の朝鮮族 も少




にこれは男女有別や野遊の伝統 を持つ社会が急速 に高齢化 したときに生み出された
風景であるのだろう。あるいは、韓国は 「男の友情」や 「女の友情」が大手をふっ
て歩 くホモソーシャルな社会で、 これはその高齢男性 たちによって作 り出 された友
情風景 といってもいいのかもしれない。 しか し出かける先 はい くらで もあるのに、
なぜ こんな人だか りの地にやって くるのかがい まひとつ解せない。
そこである日、公園で何人かのひとに、あなたはなんのためにここにやってくる
のですかと訊いてみた。すると、知 り合いに会いにくるのだとか、近 くに住 んでい
るからいつ もくるのだとか、昔の仕事仲 間とここで待 ち合 わせ しているのだとか、
仕事 の情報を得るためにきたのだとか、囲碁 を打 ちにきたのだとか、男が昼、家 に
いるわけにはいかないではないか とい うような答 えが返ってきた。おおまかにいえ
ば、ここにいるものの多 くはリピーターであ り、彼 らはさまざまなネッ トワークで
つながっていると同時に、この場が新 しいネ ットワーク作 りの場に もなってお り、
この公園は余暇 を過ご し、友人や知人 と雑談を交 わし日頃の諺憤 を晴 らす場である
と同時 に,と きには生活のための情報 を得るための場にもなっているようである。
ベンチに腰 を下ろして世間話 を楽 しんでいる風の ものがいれば、囲碁や将棋 に顔





ない とい うのはそのとき以来の印象である。 日本人が、他人に迷惑をかけまいとす
るあま り人間関係その ものが稀薄になっているのに対 し、韓国に見 られるのは、多
少の迷惑をかけながらも人間関係 をどん どん展開 してい く態度で、 この公園に見 ら
れる人々の行動 にも、す り寄 りがあった り、わ りこみがあった り、知人を見かけて
ぽい と輪を離れた りと、人間関係がまことにインタラクティブで慌ただ しい。
そんな昼下が りの市民公園の風景は健全 なもの といってよいが、 しか しこれは韓




自殺率 はOECD加盟国中、最 も高 いが、それが経済的困難や疾病 とともに孤独 に
耐 えられないためであるとい う指摘 もある(『中央 日報』2005年5月19日付)。高
齢男性の自殺率が女性のそれよりはるかに高いとか、一人暮 らし高齢者の自殺率が
日本 に比べて高いという指摘 もある(『朝鮮 日報』2008年5月13日付け)。謹いや
もめごとの時間を含め、韓国人が人間と関わ りあう時間はおそ らくは日本人よ り長
い。 ということは、その分、 自然やペ ッ トやモノ との関わ りの時間が少ないことを
意味するが、そのことを念頭に入れて、公園の風景 に目をやる と、そこにはある種
の痛 々しさを感 じることもで きるのである。
痛 々しさはむろん日本の高齢者 にだって指摘できる。老人社会学の木下康仁によ
れば、今 日の 日本では 「自立」 という言葉が しば しば他人に迷惑 をかけない という
意味で使 われる。アメリカでは 「個人 として自立 していることに最大の価値が置か
れ、そのことが人間関係 に入るための条件」 とされるのに対 し、 日本における自立
とは 「人に迷惑をかけない、人の迷惑にならない」 ことを意味するのであり、その
感覚 は老人になるほど強いのだという(木 下康仁1989:43)。
ここに05年、内閣府が 日本、米国、韓国、 ドイツ、フランスの5ヶ 国で行 った
「高齢者の生活 と意識 に関する国際比較調査」がある。対象 となるのはそれぞれの
国の60歳以上の男女約千人であるが、た とえば 「週に何回 ぐらい、近所の人たち
と話をするか」を問 う項 目(Q43)があって、「ほ とんど毎 日」 の回答が韓国では
58.7%であるのに対 し、 日本では24.6%、アメリカ24.3%、ドイツ39.4%、フラ
ンス29%で ある。Q54にある 「生 きがいを感 じるのはどの ような時か」の問いに
は、韓国で 「子供や孫 など家族 との団 らんの時」が63.2%、「友人や知人 と食事、
雑談 している時」46.6%、「収入があった時」42%の順であるのに対 し、日本 では
「子供や孫 など家族 との団 らんの時」が48.2%、「趣味 に熱 中 している時」38.1
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%、 「旅行 に行 っている時」33.3%の順である。韓国人のほうが 日本人 より、人間
との交流 に時間を費やしている時間が多い とともに、それをよしとする態度 も強 く
あることを示唆する数字である。人類学者の伊藤亜人 によれば、韓国人のこうした
「人間中心主義」 には儒教の伝統 との結びつきがあるのだという。思想 としての儒
学の教えやその規範 としての力は今 日弱 まっているが、 より基本的な儒教の根底 に
ある、人 と物 との関係 をめ ぐる世界観の面では、案外 自覚 されないまま韓国人の関
心を拘束 しているのではないかと伊藤はい う。
儒教の うちでも特 に朝鮮王朝時代 に文人支配層の基本理念 とされていた性理学
においては、人間を中心 とした世界観の もとで、 しか も人間の内面を重視 し、外
面 ともい うべ き物質文化や技術や取 り引 きや消費を軽視 してきたのであ り、人間
と人間以外の物 との関係は論 じられることが なかった。「玩物喪志」 とい う表現
があるように、物に執着することは内面の特性の酒養のためにはむしろ妨 げとな
ると見 なされ、戒められていたほどである(伊 藤亜人2003:13)
右の人間中心主義の世界観に比べ ると、 日本における人と物 は同格ではなかろう
か とさえ思われると伊藤はいい、「人は常 に周囲の霊的な主体 との関係 に気 を配 る
ことが求め られ、それ との関係 によって人の生活が規定 される といって もよい」
(同:15)とい う。ただし右に見た男性老人の蝟集の風景はいずれはソウルの町か
ら消 え去 るであろう。次の世代の老人たちは、人間中心主義の世界観に も男女有別




に話 しかけると、数ヶ月前 に妻 を亡 くしたことやその看病で 自分 も体調 を崩 し、今
で も通院 していること。数年前 までは運送会社に勤めていたが、還暦 も過 ぎたのだ
か ら、本当は気楽 な生活を したい ところだが、子 どもたちか ら十分 な小遣いが もら
えないから仕事を探さなければならない。われわれは朴正煕大統領の時代に韓国を
豊かな国にす るため一生懸命働いた世代であ り、また親孝行を した世代で もあるか
ら、本来 ならもっと報われていい と考えている、といったことをまことに率直に語
って くれた。
その後、何人かの高齢男性 と話 しを交わ したが、家族や社会や政府に対する批判
や不満が少 な くない。市民公 園に集まって くるのは富裕層 とい うよりは庶民層の
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人々であり、経済的な困難や家族 との葛藤や健康上の問題 を抱 えているものが少 な
くない。彼 らの多 くは、植民地時代末期 に農村地域で生を受 け、50年代か ら60年
代 にかけての韓国で仕事 をは じめるとともに結婚 し、家庭 を築 き、孝の規範 を実践
するとともに子弟の養育のために働 き、やがて55歳のころに職場 を離れた人々で
ある。50年代の韓国といったら、国家財政のほぼ7割 がアメリカの援助 によって
賄われるとい う世界でも最 も貧 しい国の一つであった。朝鮮戦争直後の53年か ら
55年にかけての一人当た り所得は、 日本統治のは じまった1910年の レベルに後退
し、これが40年代の レベルに回復するには65年 まで待 たねばならなかった。今 日
の高齢者はその韓国に産業化 ・工業化 をもた らした戦士たちであ り、また 「敬老孝
親」の価値観を自身は実践 した世代でもある。 しか し、みずか らが高齢者 になって
みる と、報恩型の見返 りを子か ら受けることも、福祉政策のケアを十分に受けるこ
ともできない とい う現実 に遭遇 したのである。
だから彼 らに政府や社会に対する批判や不満が ないわけが ない。先 にも触 れた
「高齢者の生活 と意識に関す る国際比較調査」 にはそれを示唆す る数字 もあって、
たとえば 「老後における子供や孫 とのつ きあい方」(Q5)の設問を見ると、日韓 い
ずれにおいて も 「子供や孫 とは、ときどき会 って食事 や会話 をす るのが よい」が
「子供や孫 とは、いつ も一緒 に生活できるのがいい」 を上回るが、時系列的にはい
ずれにも逆転現象があ り、 とりわけ韓国のそれは劇的である。つ まり 「いつ も一緒
に」 の回答が、 日本で は①59.4%、②58%、③53.6%、④54.2%、⑤43.5%、
⑥34.8%と、比較 的ゆるやか に減少 す るのに対 し(各 ①80年、②85年、③90
年、④95年、⑤00年、⑥05年 である)、韓 国でのそれは①83.3%、③61.4%、




いずれにも見てとれるのは、直系家族的ない しは伝統的な 「敬老孝親」的模範 回
答が崩壊する過程であるが、韓国の崩れはより劇的であ り、その ことは韓国高齢者
たちに不満や葛藤が内在 していることを示唆すると考 えていいのだろう。
同様な結果は 「老後 の生活費 について、どのように考 えるか」(Q59)の設問 に




ある。そのことは⑥ の時点で行われた 「今後、政府の政策全般 において、高齢者や
若い世代 に対する対応 をどの ようにしてい くべ きと考 えるか」(Q56)の設問にも
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指摘 できる。「高齢者 をもっと尊重すべ き」の回答が韓国では73.4%と高いのに対
し、アメ リカ63.8%、ドイツ51.1%、日本40.7%、フランス40.3%である。
一方、Q52にある 「現在、 日常生活で悩みやス トレスがあ るか」の設 問で 「大
い にある」の割合が 日本 では5.7%と五 ヶ国中、最 も低いのに対 し、韓 国は15.5
%と最 も高 い。ちなみ に 「少 しはあ る」が 日本で は39%に 対 し、韓国で は45.9
%。 関連する 「現在 の生活に満足 しているか」(Q55)では 「不満 である」 に 「や
や不満足で ある」を加 えた数値 が 日本 では8.7%に対 し、韓 国では30.7%であ
る。
関連 して、Q19aにある 「現在の生活費 を何で まかなっているか」(すべ ての収
入源)の 項 を見 ると、日本 では 「公的な年金」の割合が90.6%と圧倒的 に高 く、
ついで 「仕事 による収入」27.7%、「預貯金な どの引 き出 し」23.8%の順であるの
に対 し、韓国では、「子供 な どか らの援助」が60.7%、「仕事 に よる収入」42%、
「預貯金などの引 き出 し」31.1%の順であ る。類似するQlgb「現在 の生活費 を
何 でまかなっているか」(主な収入源)の 項で は、日本が 「公的な年金」73.9%、
「仕事による収入」17.7%、「子供 などか らの援助」2.5%であるのに対 し、韓国
では 「子供 などからの援助」37.3%、「仕事による収入」35.4%、「預貯金などの引
き出 し」10.8%、「公 的な年金」4.5%、「生活保護」4.3%の順で、韓国において
は年金への依存率が 日本 に比べて も、その他の国に比較 して も、極端 に低 いことが
分かる。
韓国における公的年金制度 の発足 は遅 く、国民年金制度が実施 されたのは88年
以後のことで、「国民皆年金制度」の実施は99年にス ター トしたばか りである。加
入期間20年の条件 を満た した ものは、2000年時点で1%程 度に過 ぎない。06年の
調査でも 「主な収入源」 を 「公的年金」にするというものは5.9%で、これは日本




せ ざるを得ない状況があ り、そのことは子供世代 との葛藤が広 く見 られることを示
唆す る。Q20には 「経済 的に 日々の暮 らしに困る ことがあ るか」の設 問があ っ
て、 日本 の回答 は他の4ヶ 国に比べ ると格段 に良好で、「困ってい ない」に 「あま
り困 っていない」を加 えた数値 が85.4%に達するのに対 し、韓国 は50.4%であ
る。逆 に 「困っている」に 「少 し困っている」 を合計 した数値が韓国では49.6%
と最 も高かったのに対 し、 日本 は14.5%と最 も低い。
韓国には 「父母の日」(5月8日)が あ り、「老人の日」(10月2日)が あ り、「敬














最後 に公 園を訪ねたのは08年9月4日 の ことである。この日は市内の芸術大学
や劇団の関係者たちによる 「夢見る青春芸術大学」 とい う高齢者のための催 しがあ
って、音楽の演奏や国楽 ミュージカル公演があるという。園に着いたのは昼 を少 し
過 ぎたころであったが、見 まわ したところ、た しかに普段 よりは若い女性の姿が目
立つ ような気がする。農楽風 の演奏がはじまる と、人の群れに若干の動 きがあ り、
一緒に踊 りだすもの もいるが、 とくに盛 り上が りがあるわけではない。ちなみにこ
の 「夢見る青春芸術大学」 とい う企画、 ソウル市からの若干の経済支援 も受けてい
るようで、夏場 にはほぼ同 じメ ンバーで、より大 きな催 しもあった という。ボラン
ティア活動 にはその他、教会や仏教会 によるものから、地域の小中高校生や主婦た
ちによる ものまで結構多様である。
しばらく用事があって公園を離れた後、再 び戻 って くると、公園の一角には 「国
を愛する老人の会」の横 断幕が張 られ、 これか ら保守派の政治団体 による演説会が
は じまるようである。スピーカーの準備 にえらくてこずっているが、やがて演説会
がはじまる。 この 日の演題は、韓国のメディアや教育界 に浸透する左派勢力の影響
力 についてで、演士 は公園にいる人々と同 じシルバ ー世代であ り、それを100人ほ
どの聴衆が にわか作 りの座席 に腰掛けて聞 くが、これはなかなかの熱気である。




ろうか。次 に登壇 した演士は、開ロー番、これは届 け出をきちんと済ませた合法の
26 公園の満足していない人々
集会であるといい、それに聴衆 も拍手で答 える。
しばらく演説 に耳 を傾けた後、集会場を離れ、園内をぶ らぶ ら歩いてみることに
す る。公園に到着 した とき見かけた法輪功のメンバーは、 ときに足を組み直 しなが
らも、あいかわらず同 じ場所で座禅 を組み続けているが、関心を寄せる ものは少な
い。彼 らの前に置かれたチラシや新 聞は前 に見た ときの ままのようである。再び歩
きは じめて、銅像 のある右手のほうに行 くと、ハーモニカの音が聞こえて くる。こ
れはなんだと思ってそちらのほうに足 を向けると、ベンチに座 ってハーモニカを吹
いている男がいる。 とくにうまいわけではないが、それ を異 とするもの もいない。
ふ と見ると、そのハーモニカ男の後 ろのほうの芝生には、70代から80代と見かけ
られる4・5人 の老人が固まって座 っているコーナーがあっておや と思 う。
日本語世代 とか皇民化世代などと呼ばれる彼 らは植民地時代 にその幼児期や学童
期や場合 によっては青年期 を過 ごした人々であ り、植民地時代か ら大韓民国へ とい
うこの国の歴史や文化の推移が身体や心の どこかに刻み込 まれている人々である。
私が この世代の人々 と最初 に会 ったのは80年代から90年代 にかけてのことで、彼
らは50代や60代だったが、彼 らの話 して くれる植民地時代 の体験 は、メディアや
研究書のやや もすれば紋切 り型の物語 とは違 って、生 き生 きとしたリアリズムがあ
って興味深かった。そんな彼 らがいま人生の最終段階にあって、ソウルの宗廟のそ
ばの公 園でぼんや り世の中を眺めているのである。
いまこうして草稿 を記 しなが ら、そんな人々の人生に思いをはせてみるのだが、
70代か ら80代の老人 といえば、その幼少期には身分社会 を経験 しているはずであ
る。 この国にはかつて両班 と常民、主人 と奴碑の身分関係があ り、両班 と常民が友
情や愛晴で交わることはめったになかった し、奴碑 は、年が改 まれば主人の家を訪
ね、屋敷の中庭で犬の ように腹這いになって挨拶 を行わなければならなかった。 こ
うしたカース ト的人間関係が解消 されたのは解放後の農地改革を通 してであ り、農
地の分配を受けた もののなかには土地 を売 り、自分の素姓が知 られていない別の場
所 に移住 し、その地で土地 を購 入、 自営農 として働 き、なかには子弟 を大学に送
り、そうして成長 した もののなかにはやがて大企業の幹部になった もの もいれば、
学校の先生 になったものもいるに違いない。公園でぼんや り午後の光 を眺めている
老人のなかに も、そうした困難な人生 を経て大人にな り、そしていま老年期を迎え
ている人間がいるのか もしれないが、だれがそんな体験 をしたのかを彼 らの外見で
判断することはで きない。彼 ら自身だって、そんなことは もうほとんど忘れている
のかもしれない。
とはいえ、両班出身者の常民出身者に対する蔑視は農地改革以後 も続いたのであ
り、またこの社会 には今 日の李明博大統領がそ うであるように、解放後 に日本や満
州から引 き揚げ、また北朝鮮を脱出 して住み着いた もの もいる。彼 らは自らの人生
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をどのように振 り返 っているのだろうか。幼少期の農地改革によって既得権益 を喪
失 した両班出身者 と、む しろそれを機 に機会均等の資格 を獲i得した常民出身者の人
生を回顧す る方法 にはなにか重要な違 いがあるのだ ろうか。隣国の 日本 において
も、満州や朝鮮 といった外地か らの引揚者が戦後 日本の社会や文化や産業 に与 えた
インパ ク トは甚大であったが、似た ようなことを失郷民 といわれる人々にも指摘す
ることができるのだろうか。かつて飢 えを経験 した世代は、今 日の飽食の時代 をど
のように眺め、彼 らの健康法 とはどのようなものなのだろうか。彼 らの朝鮮戦争体
験 にも関心がある。今 日の韓国の知識人や政治家には韓国 とい う国の正統性に疑念
を表明するものがいる。つまの 日本統治の時代 に独立運動に身を捧げた ものが建国
の主体 になることがで きず、親 日派がアメリカと結託 して国作 りをしたせいで、民
族の正統性 を失 ったのだというが、こうした意見に対 して、日本統治の時代 をその
幼少期 に経験 した世代はどのような反応を示すのだろうか。
この日は、市民公園で数時間を過 ごした後、徒歩 で20分ほど西 に位置す るタブ
コル(パ ゴダ)公 園にも出かけてみた。老人公園 という正式名称があるわけではな
いが、その種の公 園としての歴史が長いのはこちらのほうで、白い韓服に身を包ん
だ老人たちが談笑するような姿は、その仏塔や1919年の 「三 ・一運動」 にまつわ
るレリーフとともにソウルの風物詩の一部である。
その レリーフのあた りに歩いて行 くと、一人の大柄 な西洋人がベ ンチを占拠 して
熟睡 している。これ こそが グローバル化の時代の公 園風景 とい うべ きものであろ
う。この臼、タブコル公 園に集まっていたのは50人ほどの老人で、平均年齢 は市
民公園の老人たち よりやや高い ように見 える。この50人 という数字 は、公園のサ
イズ(2万 ㎡弱)か らすれば、適正の数であるが、 もう少 し立て込 んでいた時期 も
あるという。減少の きっかけになったのは、かつて提供 されていた無料給食サービ
スの中止で、外国人観光客の 目を意識 した処置であるという。かわって新 しい無料
給食サービスの場 となったのが前記、宗廟市民公園であるが、ここで もやがて韓国
が世界に誇る文化遺産の傍 らでこんな光景がか もし出されていいのかなどとい う憂




人口は85万2000人である。 したが って上記、市民公園の風景 はそのほんの一部の
人々によって構成 されているにす ぎないことが分かるが、それにして も公 園に集 ま
っていたのはもっぱ ら男たちであった。 となる と、女たちは どこへ行ったのかが気
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になる。
女たちは、男 に比べると、家事 にいそ しむ時間が多いのであろうが、絶対数 は男
たちよ り多いはずであ り、外出だってしないはずがない。韓国は男同士のきず なの
国であるが、女同士の きずなの国で もあ り、彼女 らがたむろする場がないわけがな
い。そこで女たちの出かけそうな場所 も一つだけ断片的に紹介することにしたい。
ソウル市 内に15ヶ所ある老人福祉セ ンター(老 人福祉会館)が それである。 もっ
ともここは女たちの集まる場 とい うわけではないが、男たちよりは女の数が多い場
所であり、 また庶民層が よく出かける場所でもある。
07年8月 に訪 問したのは鐘路区慶雲洞所在の老人福祉 センターである。一 日平
均3000人ほどの老人が出入 りするとい うが、3分 の2ほ どが女性であろうか。市
内には似 たような規模 の老人福祉セ ンターが15ヶ所 あるとい うから、おお まかに
4万人から5万 人の老人がこうした施設で 日中を暮 らしているということになる。
地上3階 建てのセ ンターの1階 にあるのは 「敬老食堂」や 「高齢者就業斡旋セン
ター」「出会いの広場」 といった空間である。「敬老食堂」では会員登録 をして食券
を交付 されたものに昼食が提供 されるが、会員資格 は60歳以上の韓国国民で、週
4回以上の利用 は禁止 とある。利用者の数 は1日2000人とい うか らなかなかの熱
気が想像 されるが、自分の 目で確 かめる機会はなかった。
2階に上 ると、囲碁、将棋、 ビリヤー ドの空間があ り、物理治療室や歯科診療室
や視聴覚室 もある。囲碁や将棋のコーナーには数人の男 たちがいるが、その他の空
間を占めているのはおおむねおばあさんたちで、お しゃべ りをするもの もいれば居
眠 りをするものもいる。
3階には 「総合相談室」やボランティア室があって、ゲー トボール場があ り、講
堂がある。「総合相談室」では生活、法律、消費者、税務、老人虐待、痴呆 ・雀病
な どに関わ る相談 を受 けつける とある。その他、2階 と3階 の教室 では、外 国語
(英語 ・日本語 ・中国語)や 歴史、園芸、絵画、歌謡合唱、風水地理、漢文 ・書
道、文人画か らイ ンターネ ットやプログ作成、 さらには瞑想や舞踊、ヨガにいたる
さまざまな講座が提供 されている。
訪ねたのは真夏のやや遅い午後の時間にはであったが、外か ら中に入ると、独特
のにおい とともにざわめ きが聞こえる。ここにも身を寄せ合いながら親密 さを楽 し
むお年寄 りの風景があるのだが、いずれの階にも、女性空間と男性空間というおお
まかな棲み分 けがあって、混在する空間が少 ないのが印象的である。同センターか
ら毎月発行 されているTopgoalLetterによると、 このセ ンター を運営するのは大韓
仏教曹渓宗 の社 会福祉財 団で、07年7月 の場合、収 入は後援 金18,244,807ウォ
ン、後援 品が換算で36,041,440ウォン、ボランテ ィア数 は個人350人、団体193
チームで総3654件とある。70代老人のラブス トー リーを描いて話題になった映画
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『死んで もいい』(2002年)のカップルが出会 ったのはこのセ ンターである。なお
同セ ンターには 「老人就業訓練セ ンター」が付設 されていて、警備員、駐車管理
員、配達員、広告モデル、建物環境管理員、児童ケア員、老人ケア員、 コンピュー
ター活用訓練なども行われている。
老人福祉セ ンターは各種老人福祉施設のなかでは最 も規模 の大 きい ものである
が、その他 の施設について も若干触れておきたい。2005年度 の統計 による と、老
人福祉施設は市内に計2931ヶ所あって、内訳は、市立45ヶ所(養 老院2、療養院
2、老人福祉 センター15、在家施設25)、区立997ヶ所(老 人福祉 センター5、敬
老堂930、老人の家62)、私立1889ヶ所(養 老院4、療養 院5、痴 呆療養院4、実
費療養 院1、老人福 祉セ ンター1、老人教室134、就業斡旋 セ ンター13、敬 老堂
1663、在家施設64)。規模が最 も大 きいのが前記老人福祉セ ンター(老 人福 祉会
館)で あ り最も小 さいのは敬老堂である。全 国でいうと、老人福祉 センターが163
ヶ所、敬老堂が53,616ヶ所である(「年度別老人福祉施設現況」)。ソウルにある典
型的な敬老堂は二階建てで、1階 は女性空間、2階 は男性空間 と分離 しているのが
普通であろうか。
老人たちの出かける場 として宗廟市民公園と老人福祉センターの風景 を素描 した
が、余暇の過 ごし方は実際 にはより多様であろう。ソウルの場合、数的にいえば、
朝や夕、登山する老人たちの数が一番多いかもしれない。登 山者の場合 には、夫婦
が一緒 に行動するとい う傾向 も比較的よ く見 られる。よ り本格 的な登 山を望むな
　　　　　　 　　　　　　
ら、北漢山(849m)あるいはソウル近郊 の清渓山(836m)が人気 である。経 済
的に余裕があるなら登山とゴル フを組み合 わせ て交互に出かける もの もいるだろう
し、 より豊かな ものは済州島や釜山のゴルフ場 に、さらには隣i国の 日本で温泉や ゴ
ルフやショッピングを楽 しんで帰 って くる もの もいるだろう。
庶民層であれ、富裕層であれ、自分の家で余暇を過ごす ときにはテレビの前 に座
っていることが多いのであろうが、読書人口は少ない。隣…国日本の公共図書館 には
高齢者の姿が 目につ くが、ソウルの公共図書館 にその ような風景 を見出す ことはで
きない。カルチャーセ ンターの類でなにかを学ぼ うとするもの も日本 に比べれば格
段 に少ない。先述 したように、韓国人が人間 と関わ りあう時間はおそらくは 日本人
より長い。ということは、その分、 自然やペ ットやモノとの関わ りの時間が少ない
ことを意味するが、日本の老人に比べれば、韓国の老人 には時間をもてあそばして
いるものが多いという印象 もある。習い事のために忙 しい とかゲー トボールのため
に忙 しい、暇がない という老人が相対的に少 ないのである。
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